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青年期の心理的自立に関する国内文献レビュー

小田美紀子

概  要
ひきこもりや家庭内暴力など,社会的不適応の背景に存在すると考えられる青
年期の心理的自立に関する国内研究の動向や内容を分析 し,今後の研究課題を検
討した。心理的自立の研究は, 自立の概念研究から始まり,社会・時代的状況に

関連させた研究が展開されていた。今後の研究課題は,1)心理的自立概念の明確
化や尺度開発研究の継続,2)青年期の社会問題に対し,心理的自立をキーヮード
にした研究の実施,3)心理的自立を研究する際は,その背景にある文化,社会・
時代的状況,性差,居住環境を考慮すること,4)心理的自立に関連する要因の解
明,5)心理的自立に関連する家庭環境について,その基盤である夫婦関係に焦点
をあてた研究の実施,以上5点が明らかとなった。

キーワード :心理的自立,精神的自立,青年期,文献レビュー

本論では,ひ きこもりや家庭内暴力など,社会
I.は じめに         的不適応の背景に存在すると考えらる青年期の

心理的自立に関する国内の研究の動向や内容を

近年,青年期において社会的不適応をおこす  分析し,今後の研究課題について検討すること
者が増加している。筆者が約15年前に保健師と  を目的とした。
して働いていた際に,20オ代の社会人によるひ

きこもりや家庭内暴力の相談が増えた。彼らの        Ⅱ.研究方法
特徴は, 自己判断 。自己決定し,そのことにつ

いて自己責任をとることが出来ず,感情的な自  1.研 究期間
己コントロールもできない,つまり心理的自立   2008年 1月 から2009年 9月
ができていない状態であった。また,相談家庭  2.研 究対象
への関わりの中でみえてきたのが,親子関係が   CiNii(NH論 文情報ナビゲータ)で ,「心理
子どもの自立を妨げているのではないかという  的自立」,「精神的自立」,「青年期, 自立」,「大
'こ と,その親子関係に夫婦関係の問題が影響し  学生,自立」,「高校生,自立」,「中学生,自立」
ているのではないかということであった。     のキーワードで検索を行った。対象とした研究
心理的自立は,青年期の発達課題の一つであ  論文は1968年以降から2008年に至るまでに投稿
る。福田 (1991)は,社会的不適応には,心理  された研究論文である。
的自立に関する深刻な葛藤が背景に存在すると  3.分 析方法
報告している。現代の青年の特徴として,「大   収集した研究論文の中から,青年期の心理的
人になりたくない」と答え,その理由として「子   自立に関する研究論文のみを抽出し,内容によ
どもでいる方が楽だから」,「大人になることが   り分類をした。
何となく不安だから」と自立へのとまどいを感

じている青年が多いことが明らかにされてい

る。
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Ⅲ.結果

上記の方法にて検索された研究論文は,419

件であった。内訳は,「心理的自立」18件,「精

神的自立」28件,「青年期, 自立」119件,「大

学生,自立」174件 ,「高校生,自立」48件 ,「中

学生, 自立」32件であった。その中から,青年

期の心理的自立に関する研究を抽出した結果 ,

27件が本論の研究対象となった。

対象となる論文の研究内容を分類したとこ

ろ,「心理的自立の概念・定義」,「心理的自立

尺度の開発」,「心理的自立の発達的変化と性

差」,「心理的自立と親子関係」,「自立と居住環

境」,「 自立と進路・職業選択」,「心理的自立と

社会的不適応 (ひ きこもり・非行)」 ,「 自立に

おける文化・国際比較」の7つに分類すること

ができた。

1.心理的自立の概念・定義

「心理的自立」に関する研究は,「自立」の概

念研究から始まっている。心理学では,かつて

自立とは,依存の対概念として考えられてお

り,他人に依存しないようになることが自立を

獲得することと捉えられてきた。その後,高橋

(1968),関 (1982)の研究により, 自立は依存

性の対概念ではなく,発達的変容の結果と捉え

る考えがみいだされた。しかし, これらの研究

も自立を依存性という一側面から捉えたにすぎ

なかった。吉本 (1984)は,高橋 (1968),加

藤・高木 (1980)の 研究を例に挙げ,「 どの研

究も自立の一局面をとらえたすぐれた研究では

あるが,総合的な概念として「自立」をとらえ

たものではない」と述べている。その後,久世

ら (1980),上子 (1982),渡邊 (1990)によっ

て自立概念がもつ多面性を明らかにする研究が

なされた。 3名の研究者のある程度共通した自

立の側面は,身体,行動,情緒,価値,経済の

5つであつた。

最初に心理的自立の定義化を試みたのは,福

島 (1992)であった。福島は,心理的自立を「親

や他の大人への完全な依存から脱却し,一人の

人間として大入社会の一員になる過程とする。

すなわち,単に自己の確立のみを意味するので

はなく,社会を構成する一員として望ましい行

動規範を獲得し,他者・社会との調和をはかり,

社会を維持することに貢献できることとし,具

体的には,精神的自立と社会的自立の 2側面か

ら成り立つものと定義した。

近年,心理的自立の定義化を試みたのは,高

坂・戸田 (2003)で ある。高坂・戸田 (2003)

は,心理的自立を「成人期において適応するた

めに必要な心理・社会的な能力を備えた状態」

と定義した上で,久世ら (1980),上子 (1982),

Steinberg(1986),渡 邊 (1990)の 4名の理論

研究を改めて分析 し,青年期の心理的自立は,

行動,価値,情緒とそれらの基盤となる認知の

4側面からなることを見いだし,それぞれの再

定義化を行った。これによると,「行動的自立」

とは, 自らの意志で決定した行動を, 自分の力

で行い,その結果の責任をとることができるよ

うになること(実行と責任 )。「価値的自立」とは,

行動・思考の指針となる価値基準を明確に持ち,

それに従って物事の善悪,行動の方針などの判

断を下すことができるようになること (価値と

判断)。「情緒的自立」とは,他者との心の交流

をもつとともに,感情のコントロールができ,

常に心の安定を保つことができるようになるこ

と(自己統制と適切な対人関係)。「認知的自立」

とは,現在の自分をありのままに認めるととも

に,他者の行動,思考,立場及び外的事象を客

観的に理解・把握することができるようになる

こと (自 己認知と社会的知識・視野)。 なお外

的事象に関する知識を得ることもこれに含むこ

ととすると定義している。

先行研究の中で「心理的自立」という言

葉が使われ始めたのは,1986年からであり,

「精神的自立」という言葉が使われ始めたの

は,1991年 からである。なお,「精神的自立」,

「心理的 自立」は,い ずれ もPsychoiogical
independenceの ことであり,医療・福祉系の

学者は前者を心理系の学者は後者を使用してい

る者が多い。

2.心理的自立尺度の開発
加藤・高木 (1980)は,青年期における依存

から独立への過程の解明は,青年枡究において

中心となるべき課題の一つとされているが,実

証的レベルで十分解明されてきたといいがたい

と指摘し,独立意識の測定尺度の作成を試みた。

小田美紀子
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人   147名
子計  300名
子計  253名

学男子103名

学女子111名

校男子 76名

校女子 91名

大学男子 58名

大学女子 123名

大学生  172名

男子計  367名
女子計  411名
合計   778名

青年期の心理的自立に関する国内文献レビュー

表 l 心理的自立の発達的変化と性差に関する枡究
タイトル・研究者名

「思春期から成人にわ
たる心理的自立―自
立尺度の作成及び発
達的検討」

福島朋子

「自立と自己の性の受
容 (3)―性差・発達差
の検討―J

渡邊蒸子

「青年期のおける心理
的自立 (Ⅳ )―心理的
自立の発達的変化―」

高坂康雅

戸田弘二

作成にあたり,中学・高校生および大学生を対

象に調査を実施している。その結果,「独立性」,

「親への依存性」,「反抗・内的混乱」の 3因子

20項目の独立意識尺度を作成した。この尺度は,

一部の研究者によって現在も心理的自立を測定

する尺度として使用されている。

福島 (1992)は ,独立への意識が高まる思春

期から成人にかけての自立の過程を考察するた

めに心理的自立尺度の作成を試みた。作成にあ

たり,中学・高校・大学生および成人に調査を

実施している。その結果, 4因子22項 目の心理

的自立尺度を作成した。第 1因子は, 自分の価

値観を確立し, 自分の能力や個性を認めていこ

うとする主体性に関するもので「主体的自己」,

第2因子は, 自分のことは自分で判断し責任を

とろうとする】大態に関する内容のもので,「判

断,責任性」,第 3因子は,親は自分とは異な

る一人の人間であることを認めていこうとする

もので「親からの心理的離乳」,第 4因子は,

親への情緒的な交流を軸とした相互の信頼関係

に関するもので「親との信頼関係の確立Jであ

る。

安藤 (2004)は , 日本には自律性に関する尺

度が存在しないことから,米国のL.Steinberg

&S.B"Silverberg(1986)が 作成 した思春期

の 自律性 を測定す るための尺 度Emotional

Autonomy Scale(EAS:心 理面の自律性尺度)

の日本語版小児用自律性尺度EAS(」EAS)の

作成を試みた。小児用となっているが,内容

青年から成人にかけての

【調査内容】質問紙調査。①心理的自立尺度:筆者作成(福島,1992)

自立への発達は,1親からの自立」という消極的自立と,I～への目立」という幅極的 E
立の二つの側面が考えられるが,特に青年期前期から中期にかけては,前者が大き

立 と,I～へ の

な課題とされてきたことから,親との心理的関係についてさら1こ詳しく,父母別に検討
する。

調査内容】質問紙調査。①生活身辺行動12項目,②自立の自己認知(自立意識)7項目,③自
己の性の受容9項目,④性役割観6項目,⑤自立意欲7項目,⑥親との関係(父・母
別)各22項目,⑦友人関係・勉学関係28項 目および属性。

年期の心理的自立獲得過程における男女の違いを検討する。

調査内容】質問紙調査。①心理的自立尺度:PJS 2(高坂・戸田,2005),② 充実感尺度:「充実
感気分―退屈・空虚感」11項目(大野,1984)

としては青年期を姑象とした尺度である。作成

にあたり,中学・高校生に対して調査を実施し

ている。その結果,「反理想化と独自性」,「依

存と同化」,「親子の大人認知」の 3因子17項 目

の心理的自律尺度を作成した。なお,こ の研究

において自律とは,「 自分の感情,思考,行動

を自分が責任を持ち, 自己の規範に沿って統制

できること」と捉えられている。いわゆる自己

責任と自己統制について説明がなされているた

め, ここで言われている自律と自立はほぼ同義

で使用されていると判断する。

高坂・戸田 (2006)は ,それまで理論的な枠

組みにもとづいた心理的自立の程度を測定する

ための尺度がなかったと指摘し,尺度作成を試

みた。作成にあたり,中学 。高校・大学生およ

び成人を対象に調査を実施している。その結果 ,

「将来志向」,「適切な対人関係」,「価値判断・

実行」,「責任」,「社会的視野」,「 自己統制」の

6因子30項 目の心理的自立尺度 (PJS-2)を作

成した。

以上,加藤・高木 (1980)の独立意識尺度,

福島 (1992)の心理的自立尺度,安藤 (2004)
の心理的自律尺度 (」EAS),高坂・戸田 (2006)
の心理的自立尺度 (P」 S‐2)の 4つが,我が国

おける青年期の心理的自立を測定する主な尺度

である。             、

3.心理的自立の発達的変化と性差
心理的自立の発達的変化と性差に関する研究

の目的,調査の対象・内容は表 1に示した。
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タイトル・研究者名
「青年期の自立と親子関係 J

渡邊恵子

「母親による子どもの自立の受
容―青年期の子どもとのコミュ
ニケーションをめぐって―」

長崎千夏

「精神的自立と家庭環境」

赤津純子

「青年期における心理的自立

(Ⅲ )―青年の心理的自立に及
ぼす家族機能の影響―J

高坂康雅

戸田弘二

「ポスト青年期の親子関係意
識 :「良好さ」と「自立」の関係

米村千代

渡邊 (1992)は ,自 立の自己認知について,父・

母との絆 。依存の関係を分析している。その結

果,女子の母との関係を除き中学から高校は絆・

依存の関係は強くなく,高校から大学にかけて

強くなっていくことが明らかになった。

福島 (1995)も ,心理的自立の発達的傾向に
ついて分析している。その結果,中学生は,親

には頼らず,親から自立しているつもりでも,

自己の主体性や自分で判断し実行するといった

面ではそれほど自立していないといえる。

高校生の男子は,親から独立した存在であり
たいと思っていても,独立の意識のみが先行し,

親離れしようともがいている段階であるといえ

る。一方,女子は,親 との信頼関係が強い傾向
にあった9

大学生は, 自己の主体性の確立はまだ高いレ

ベルにはないが,判断性に関しては比較的自立

している傾向にあった。

小田美紀子

目 的】青年の自立的行動・自立 子関係を父母別に分析する。

調査内容】質問紙調査。①生活身辺行動12項 目,②自立の自己認知(自立意識)7項
目,③自己の性の受容9項目,④性役割観9項目,⑤自立意欲7項目,⑥親と
の関係 (父・母別)各22項 目,⑦友人関係・勉学関係28項 目および属性。

目 的 】「母子間のコミュニケーション量は,男子青年よりも女子青年の方が多い」,
「母子間コミュニケーションを母子共に多いと感じている群の母親ほど子ども
の自立を受容している」の2点について検討する。さらにSCTを用いて,子ども
の自立の受容度の高い母親と低い母親のアイデンティティのあり方や子ども
の自立に対する意識について検討する。

講閉辱撃懸 :鋪行畠i読筆 舜畿l｀3幣触
受容尺度J,④「SCT(子どもの自立に関するものキアイデンティティに関する
もの」

目的】紀朋 録尾!真発写繁そ耕 騒 臭え与蠣墓子患鼻尋1こ
大きいものがある。よつて,家庭環境と精神的自立との関連を明らかにする。

調査内容】質問紙調査。本人の性格:①YGイL格検査の下位項目12側面,②EPPS性格
検査の下位項目15側面,③アイデンアィティの確立,基礎に関する項目2側
面(下山,1992),④ 結婚と仕事について:筆者作成3項目,⑤社会的関心・

自立的な生活意識:筆者作成5項目,⑥親の養育態度:TK式診断的新規子
関係診断テストの下位項目(干渉,心配,溺愛,矛盾)とP C R5側 面,⑦家族
機能測定に関する家族の疑集性と適応性に関する項目2XRl面 (草田・岡堂,
1993),① 日常生活について:筆者作成2項目

中で徐々に獲得されていくものである,特に親子関係 ,家族関係がサい理的自
立の獲得にとって重要な基盤と考えられる。よつて,青年・母親・父親の家族
認知機能と青年の心理的自立の獲得との関連を検討する。

【調査内容】質問紙調査。大学生用質問紙は,①心理的自立尺度(PJS):筆 者作成,②家
族機能認知尺度 (Rへ I):家族アセスメントインベントリー (西出,1993)。 母親・

父親用質問紙は,学生用の②と同じ。

青年期と成人期の間にある“大人になる"過程としてのポスト青年期の親子関
係の良好さと自立意識との関連について考察する。

醐査閉冨馨賛雲含縮ら訪翌辮 詠 ,撃翻 碗駅
は就職前/後の規子関係の変化などについて,自 由に書いてくださいJ,50
才代 :「親子関係およびあなた自身のことについて,自 由に書いてください」

成人になると,男女ともに精神的自立の各側

面のバランスが獲得され,人格の統合が行われ

ていく傾向にあった。また,親からの分離と親
との信頼関係の確立の側面との差がなくなる傾

向にあったことから,自立とは,親とのアンビ
バレントな状態から開放され自由になることで

もあるだろうと考えられた。全体的には,女子
は男子に比べて精神的自立の獲得時期がやや遅

いことが明らかになった。

男女別の心理的自立の獲得過程をみると,男

子は, まず親から分離し,親と自分は異なる存

在であることが意識される。そのうえで, 自分

の意見や将来性に関する具体的な確立がなされ

ていき,親との自立した関係が再構成されてい

く。一方,女子では,親からの独立の意識はや

や高まるが,す ぐにそれと平行して親との和

解 ,信頼関係の確立がなされる。そして,親と

の暖かい相互作用の信頼関係を通して, 自己の

表2 心理的自立と親子関係に関する研究

学男子103名

学女子111名

校男子 76名

大学男子 58名

大学女子123名

計  562名

大女子1年生

大学男子92名

大学女子237名

母親140名

父親H5名
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自主性を確立していく。渡邊 (1992)の研究で

も同様に, 自立意識の獲得に性差がみられ,男

子は年齢が進むにつれて自立意識が高まってい

くのに対し,女子はそうではないことが明らか

になっている。

このように,精神的自立の発達的様相に男女

差が示された。これについて福島 (1992)は ,

「日本では,女性に対する女性役割への期待は

依然として強く,社会的にはあくまで女である

ことの要求が根強く存在する。女子が自立し,

identityを 形成する上で,ス テレオタイプ的社

会規範が障害となっている可能性が充分考えら

れる」と述べている。

高坂・戸田 (2006)も ,青年期における心理

的自立の発達的変化について男女別に検討を

行っている。その結果,男子は心理的自立尺度

(P」S-2)の 6下位尺度得点すべてにおいて,成

人になりわずかに上昇し始めるが,中学から成

人のどの年代においても大きな変化はみられな

かった。一方女子は,「将来志向」「価値判断・

実行」「責任」「社会的視野」において,年代が

上がるにつれ,得点が上昇していた。また,女

子は高校生が得点上昇の転換期となっていた。

福島 (1992)と 同じように,心理的自立獲得過

程に男女の違いがあることが明らかになった。

これらについて高坂・戸田 (2006)は ,「 自立

するという課題がそもそも性役割期待における

男性的な課題であることから,男子と女子では

心理的自立が異なった発達的変化を示している

ものと思われる。男子は社会に適応しやすいが

ゆえに心理的自立を獲得する機会がなく,いつ

までも中学生と同程度のままであり,女子は,

女性らしさと男性的な自立の折り合い 。統合が

求められ,高校生を大きな転換期として,心理

的自立獲得への取り組みがなされるようになる

のだろう」と述べている。

4.心理的自立と親子関係
心理的自立と親子関係に関する研究の目的,

調査の対象・内容は表2に示した。

1)親子関係と発達差

渡邊 (1995)は,親子関係を絆・依存,反抗 ,

自己主張の関係で分析している。その結果,息

子と父との関係をみると,絆・依存の関係は,

中学・高校では低く,大学でやや上昇している

青年期の心理的自立に関する国内文献レビュー

が,強い関係ではない。父への反抗は,中学か

ら大学にかけてあまりなく,年齢が進んでも変

化がない。父への自己主張は,中学・高校では

うまくできないが,大学では少しできるように

なる。中学から大学までいずれの段階でも父と

の絆・依存が強いほど,反抗的ではなく,父へ

の自己主張はできている。

息子と母との関係をみると,絆・依存の関係

は,父に対する関係と同じ傾向を示している。

母への反抗は,全体的に弱い。中学・高校でも

あまり反抗的でなく,大学になるとさらに反抗
の度合いは弱くなる。母への自己主張も父に対

してと同様の結果を示している。

娘と父との関係をみると,絆・依存の関係は,

中学・高校では弱く,大学になると強まる。父
への反抗は,いずれの時期もあまり反抗的では

ないが,年齢が進むにつれて,反抗の度合いは

弱くなる。高校・大学では,父との絆・依存が

強いものほど,父に対して自己主張ができ,反

抗的でないといえる。

娘と母との関係をみると,絆・依存の関係は,

中学からやや強い傾向があり,大学でさらに顕

著に強くなる。母への反抗は,中学の時からあ

まり反抗的ではなく,大学になると明らかに反

抗の度合いは弱くなる。母に封する自己主張は,

中学の時でもかなり出来ているが,特に大学で

顕著に出来るようになる。母との絆 。依存が強

いものほど,母に対して自己主張ができ,反抗

的でないことを明らかにしている。

2)親子関係と性差
父親・母親に対する依存・絆,反抗, 自己主

張を男女別にみると,明 らかに娘と母の絆・依

存が,他の関係に比べて強いという性差が見い

だされている(渡邊,1995)。 また,長崎 (2000)も ,

母子間コミュニケーションにおける
J陛差につい

て検討した結果,女子青年の方が男子青年より,

母子間のコミュニケーションが有意に高いこと

を明らかにしている。「対等の会話」,「反抗」

因子においては性差が見られなかったが,「楽

しい会話」,「悩みの開示」因子は女子青年の方

が男子青年より有意に高かった。長崎 (2000)は ,

「笑い話や悩み事に関する話を母親に多くもち

かける女子青年の姿が浮き彫りになった」と述

べている。娘と母との関係は,他の関係に比べ
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タイトル・研究者名

「大学生の自立の行動・意識・

意欲―自宅通学と自宅外通学
の比較J

渡邊恵子

平塚知恵

「短大生における一人暮らしと
心理的自立―拓殖大学北海
道短期大学学生のアンケート
調査から―J

城谷ゆかり

強い傾向にあるといえる。

3)親子関係と父母差

渡邊 (1995)は ,息子,娘ともに父より母と

の絆・依存が強いことを明らかにし, この結果

は,「現代の青年の親子関係における父親との

関係の希薄化を支持している」と述べている。

犬塚 (2002)の研究においても,国際比較した

結果, 日本の学生の特徴として,父への無関心

が存在することを明らかにしている。

4)自 立と親子関係

長崎 (2000)の研究によると,多 くの母親は

子どもに対し,子ども自身の幸せな人生を生き

てほしいと願っている。そのために,子どもの

自立の受け入れが高い母親は,子どもへの干渉

をひかえようとする意識的な努力と,た とえ子

どもがつまずいたとしても自分で乗り越えてい

くだろうという信頼感をもっている。一方,子

どもの自立の受け入れが低い母親は,母親とし

ての自分や妻としての自分に対する自己評価の

低さを抱えていることが示唆された。

赤津 (2004)は , 自立して積極的に社会と関

わりを持とうとする者は,家族の絆が強く,親
は一貫した養育行動であると報告している。親

の養育態度に矛盾が少ないと感じている者は,

自律的な生活が出来ている。親から溺愛されて

いると感じている者は,遅めに結婚したいと考

えている者が多い。これについて,赤津 (2004)

は,「この点は,パラサイトの一因になってい

るとも考えられる」と述べている。親の養育態

度に矛盾が多いと感じている者は, 自律してい

る者とだらしない者と2極に分かれる。また,

小田美紀子

が,親の有り難さを知り自立的であるとか,現在の大学生には一人暮らしこそ
が必要であるという教員もいるが,この問題は実証的にはほとんど取り上げら
れていない。そこで,生活身辺的・経済的・精神的自立に関して,自 宅通学
生と自宅外通学生との差異を明らかにする。

調査内容】質問紙調査。精神的自立意識・意欲:①主体的自己2項目(将来目標,自 カ
解決),②判断責任2項目(自力判断・感情処理),③心理的分離2項目(自
活能力・親への甘え離脱),④ 自立認知6項目(自信・自力充実・打ち込める・
広い視野・精神的自立・一人前)の 4側面計12項目(福島,1922'渡邊1992)

第二次心理的離乳の様相を青早期の心理的自立として捉え,一人暮らしと
青年期の心理的自立との因呆関係について検討する。具体的には,過去と

現在の心理的自立,一人暮らしの希望の有無,暮らしに対するlHl足感につ
いて,一人暮らしをしている学生とそうでない学生を比較することにより,一人
暮らしと心理的自立の因果関係について検討する。

帥帥刹霧雲象臀講侍諧目議曽
―
曇期ど僻 fi彰留

問う,②現在の心理的自立度 :独立意識尺度20項 目働田藤・高木,1980)

親の矛盾した養育態度は,子 どもの心を不安定

にさせる。家族の結束が強いことは,それを背

景に安定した気持ちや自信を持つことにつなが

る。色々な場面に応じて適応的に機能,役割な

どを変化させることができる家族では, 自分を

主張すること,耐える粘り強さ,変化への対応

などが育ってくる。一方,適応性の低い家族で

は,家を出て,独立しようという意欲が育ちに

くい。

高坂・戸田 (2005)は ,青年が家族機能を肯

定的に認知しているほど青年の心理的自立が高

いこと,両親の家族機能に対する肯定的な認知

は,青年の家族機能認知を媒介として,間接的

に青年の心理的自立に関わっていることを明ら

かにした。

米村 (2008)は,親子関係を良好に保ち,子
どもの自立を促す要因を明らかにしている。就

職や離家,進学といったイベントは,親子関係

を好転させる契機になる。特に親との別居,就

職は,親との密着的な関係から離れる機会とな

り,青年の「自立」の意識を育てると同時に,

親の子離れを即す契機になる。このことによっ

て親との関係が良好になったという意識が芽生

える。親子関係を良好に保つためには,親と子
どもがお互いを大人として認識し,それに見

合った距離をとれるかどうかが重要である。特

に空間的分離が親子関係に持つ意味は大きいこ

とを米ホすは明らかにしている。

5,自 立と居住環境

自立と住居環境に関する研究の目的,調査の

対象・内容は表 3に示した。

表3 自立と居住環境に関する研究

大学1～ 4年生

大学1年生162名
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タイトル・研究者名
「家族機能と非行少年の自立
の関連」

福田順一

「ひきこもりの心理特性と精神
的自立との関連性―高校生の

意識「JFB査結果の分析から―J

山本健治

青年の自立にとって親からの感情的離脱や別

居が重要とする立場の研究者が多くいる。青年

期と成人期の間にある
W大
人になる

W過
程として

のポス ト青年期の研究では,離家の遅れを自立

の遅れと見る視点が代表的であった。若者は成

人したら離家すべきであり,それが自立だとい

う規範的前提が存在していたといえる (米村 ,

2008)。

渡邊・平塚 (1997)は, 自立について, 自宅

通学生と自宅外通学生を比較研究している。そ

の結果,男女とも自立行動は生活形態により異

なり,身辺的行動では自宅外通学生の方が,経

済的行動では自宅通学生の方が自立的であっ

た。しかし, 自立意識や自立意欲は生活形態と

は関連がなかった。男子では自立的行動は自立

意識に, さらに自立意識は自立意欲に結び付い

ていた。一方,女子では自立的行動は直接自立

意識や自立意欲と結び付いてはいなかった。

城谷 (2001)も 一人暮らしの希望の有無,暮

らしに対する満足感から,一人暮らしと自宅生の

心理的自立について比較研究している。その結

果,一人暮らしの希望を持っていた学生は高校

時代に高い心理的自立を持ち,現在の心理的自

立度も高く,反抗・内的混乱は低い状態にあった。

一人暮らしの希望理由は,「自立したかった」,

「親元から離れたかった」,「自由な時間が欲し

かった」。一方,一人暮らしを希望しない理由は,

「家事などが面倒くさい」が最も多く,その他は,

「家族と暮らすことによって心理的に安らぎが

得られる」などであった。

一人暮らしの希望を持ち,実際に一人暮らし

をしている者は,一人暮らしにより,「大人に

なった」,「親のありがたみが分かった」などの

意見が多かった。

青年期の心理的自立に関する国内文献レビュー

家族機能と非行少年の自立課題について検討する。

【調査内容】質問紙調査。家族機能に関する尺度 :「情緒的結合性J「社会的活動性」「拘
束性」(筆者独自で作成)。

「ひきこもりの心理特性」と精ネ申的自立との関連性について検討・分析する。
両者に関連性があるという仮説の検証を行い,その結果をもとに青年期の心
理的自立について考察する。

【調査内容】質問紙調査。①心理的自立:職業観・勤労観及び対人関係に関する意識調
査,②ひきこもりの心理特性 :「「神経症的傾向J,「内向的傾向」,「対人不安
傾向Jを測る調査。

一人暮らしの希望がないのに一人暮らしをし

ている学生は,独立性得点が低くなっていた。
このことについて城谷 (2001)イま,「望まざる

一人暮らしを強要することは,独立性にとって

はプラスに働くとは限らない」と述べている。

渡邊・平塚 (1997)の 研究目的の背景となって

いた,現代の大学生を自立させるために「現在
の大学生には一人暮らしこそ必要である」とい

う考えは,一概に言えないという結論に結びつ

く。

自宅生の場合をみると, 自宅生活に満足して

いる学生は,「 (一人暮らしだと)金銭的,時間

的にツライ」,「親と一緒だと安心」など, 自宅

生活が楽だから,今のままでいたいという学生

が多かった。一方,一人暮らしの希望を持って

いた学生は自宅生活に不安を持っている者が多

く,「何かと自立したいけど近くに親がいると

どうしてもあまえてしまう」など, 自立欲求が

伺えた (城谷,2001)。 このことは,米村 (2006)

も同じような事例をとおして紹介している。そ

の事例は,「同居している=精神的な自立がで

きていない」という感情を吐露し,同居に肯定

的な親や,その親への愛への感謝によって,現

状を自身で納得しようとしている,親の愛情と

自身の自立との葛藤が顕著に表れている事例で

あった。

6.自立と進路・職業選択
藤岡・須藤 (1992)は ,「女子高校生の進路

意識についての研究」において,進学希望の理

由としては,「知識や技術の習得」,「資格の取

得」,「就職時の有利さ」等が重要視され,就職

希望の理由としては,「社会人としての早期自

立」が重要視されていたことや社会に出ること

は独立・自立することや大人になることと捉え

表4 心理的自立と社会的不適応に関する研究

・男子高校生

214名 (一般群)

・少年鑑別所収容
男子少年
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表5 自立における文化・国際比較に関する研究
タイトル・研究者名 発表今 対象 究 目的・

「学生の自立意識と親子関
係―四カ国の大学生比較―」

犬塚

・中国

湖南大学生169名
。日本

千葉大学生325名

・アメリカ

アラバマ大学生

177名

・イギリス

オンクスブルックス

大学生29名

計 727名

【目 的 】大学生の自立意識と親子関係について,四カ国の大学生を比較することによ
り明らかにする。

【調査内容】質問紙調査。①
「青年と家族文化」研究会が作成した年齢等の基礎情報,②

自立意識・親子関係に関する32項 目,③親子関係の質問内容 :「父親,母親
と日常的にどのような関係として接しているかJ「父親,母親が′い身の理由で
困難な状況に陥つた場合には,どのよう1こ対応したいと思つているのか」

「青年の自立と適応との関連に
関する文化比較」

山田裕子

2006 ・日本人大学生

男性26名

女性56名

計 82名
'アメリカ人大学生

男性49名

女性105名

計 154名

的】青年の自立と適応との関連について,文化における差異を明らかにする。

【調査内容〕質問紙調査。①行動的自立尺度:自 立行動予定表19項目
(Fddman&Rosellth∬,1990),②情緒的自立尺度:情緒的自立20項 目
(Stdnber談罰�erberg,1986),③ 適応の尺度:自 己認識プロフィール6項目
(Neemann&Httter,1986),④うつ尺度20項 目(Ra』 o転 1977),⑤問題行動
尺度8項目(Feldman&Rosenthal)

ていることを明らかにしている。これは,米村

(2008)の研究においても20才代の青年におい

て「働くことを自立と捉える」ことが示されて

いる。また,進学希望の理由として学年の進行
と共に「社会に出たくないから」が増加してお

り,モラトリアム的志向を持つ生徒が少なから

ず存在することが明らかになっている (藤岡,

1992)。

7.心理的自立と社会的不適応 (ひきこもり・

非行 )

心理的自立と社会的適応に関する研究の目

的,調査の対象 ,内容は表 4に示した。

現在,青年のフリーター志向の広がりやニー

と (無業者)の増加,ま た,就職しても早期に

離職してしまうなど,学業から職業への移行に

関わる課題は深刻になっている。山本 (2008)

は,心理的自立尺度の一つとして職業観・勤労

観をあげている。働くことを自立と捉えること

は,藤岡・須藤 (1992),米村 (2008)の研究
でも明らかになっている。ひきこもりの心理特

性を表す「神経症的傾向」,「内向的傾向」,「対

人不安傾向」がある青年は,学業から職業生活
に移行すること自体に対する漠然とした不安が

あったり,職業選択に慎重になりすぎて逆に不

安に陥ったり, 自分に自信がなく職業選択の前

で立ち止まってしまうことが起こっている可能

性がある。親子関係を含む人間関係の特徴とし

ては,「内向的傾向」にある者では,親 と遊ん

だ記憶が乏しく,家族から信頼されているとい

う意識が薄い。また,信頼できる先生や仲の良
い友人,困ったことを相談できる存在がいない

人が多い (山本,2008)。

福田 (1991)は ,家族機能と非行少年の自立

との関連を非行群と一般群を比較することによ

り分析しているb家族機能の特徴において,非

行群は,家族の病気・事故や親の離婚,貧困,

低文化といった家庭負因により,一般群に比べ

て家族機能が混沌としており,連帯や結びつき

を家族以外の人に求めやすい状況にある。家族

機能について具体的にみると, 3つ の機能にお

いて両群に有意差が認められた。 1)非行群は,

一般群よりも情緒的結合性と拘束性が強く,社

会的活動性が弱く認知されている。 2)非行群
は,一般群よりも家族間のまとまりを感じ,家

族を理想化する傾向があるが,同時に権威や秩

序が強調されて,民主的家族運営が妨げられる。

3)経済的,文化的理由により家族の社会的活
動が不活発である。

非行群の中でも特にシンナー耽溺者と暴力団

所属者の家族機能についてみると,両者共に家

庭の情緒的結合性は弱く,拘束性は強い。両者

の特徴は,シ ンナー耽溺者の方がより拘束性が

強く,社会的活動性は低い,一方暴力団所属者

は,比較的社会的活動性が高い。

シンナー耽溺者は, 自立についての不安,無

力感が強く,シ ンナーは,そのような不安,無

力感を忘れる手段として用いられると同時に他

者や家族に対し, 自分が無力で救助を必要とし

月ヽ田美紀子
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ているというメッセージとしての意味をもつ。

一方,非行少年が暴力団に所属する促進要因と

しては,家族に対する否定的感情や家族からの

早期自立欲求があげられている。

8.自立における文化・国際比較
自立おける文化 。国際比較に関する研究の目

的,調査の対象・内容は表 5に示した。

犬塚 (2002)は ,大学生の自立意識と親子関

係について,国際比較をしている。その結果 ,

中国の湖南大学生は,両親を大変尊敬 し,父親
は厳格な存在として,母親は良き理解者として

親子関係が構成されていた。両親への思いやり

は大変強い。これと対照的なのが日本の千葉大

学生であった。千葉大学生は,父への尊敬,母
との親しい関係と併せて,父への無関心,母 と

の対立関係が存在し,全体としての思いやりの

気持ちも相対的には弱かった。

自立意識については,大人であることを自覚

する時期と理由についてみると,湖南大学生は,

18オおよび18オ以下で,半数が周囲への責任を

あげている。千葉大学生は,19～ 23才で,ア ラ

バマ大学生とオックスブルックス大学生は,18

オ以下で, 3大学は周囲への責任感と職業をあ

げていた。

山田 (2006)は ,アメリカと日本の自立の差

異について検討した。その結果,行動的自立に
ついて, 自立行動欲求・自立行動ともに, 日本

人群よりもアメリカ人群の方が高かった。つま

リアメリカ人の方が, 日本人よりも早く自立行

動に対する欲求や実際の行動が起こっている。

これらに対し,山 田 (2006)は ,「個人主義で

あるアメリカでは,自分の内にある志向や感情 ,

それに基づいた行動が重要視され,いわゆる『自

立すること』が文化的にも奨励されているのに

対し, 日本では,他者との関係や社会における

地位を重要と考えるため,自 立を求めながらも,

自分の欲求やそれに基づく行動は抑制されると

いったパラドックスが考えられる。」と述べ ,

個人主義文化であるアメリカと集団主義文化で

ある日本の文化による影響を指摘している。

Ⅳ.考察

心理的自立の研究は, 自立の概念研究から始

青年期の心理的自立に関する国内文献レビュー

まり,心理的自立の尺度開発,社会・時代的な

状況に関連させた研究内容が展開されていた。

青年期の心理的自立を考える上で,その背景に

ある社会・時代的な状況,文化,性差,居住環

境は重要な要素であると考えられた。それぞれ

の要素と心理的自立との関連について考察す

る。

1.社会・時代的背景との関連
青年期の社会問題 として,1960年代からス

チューデ ント・アパ シー 。(学生無気力症 ),

1980年代後半よリパラサイト・シングル,1990

年代より社会的ひきこもりが注目され,それぞ

れの時期に関連した研究が取り組み始められて

いた。このような社会的不適応には,心理的自

立に関する深刻な葛藤が背景に存在すると考え

られていることから (福田1991),今後も青年

期における新たな社会問題が生じた際には,心

理的自立をキーワードにして研究に取り組む必

要があると考えられる。

福島 (1992)と 渡邊 (1992)が行った自立と

性差の研究は,時代的背景と関連が深いと考え

られる。両者が研究を始めた1992年 は,女性の

大学進学率が上昇しはじめた時期である。2008

年の文部科学省「学校基本調査」によると,

1996年 に女性の大学進学率が24.60/0と なり,短

期大学進学率の23.7%を 上回った。このような

状況のもとで,性役割についての価値観 ,社会

的規範も多様化し,社会的役割として女性も男

性と同等の期待が課せられる傾向になった。し

かし,一方で依然として女性に対する伝統的女

性役割への期待は強く, 自己の性にあった適切

な行動様式を獲得していく青年期という重要な

時期において,女性は,「女性として」のあり

方と「人間として」のあり方の間で葛藤するこ

ととなり,いわゆる心理的自立の獲得が男性よ

り困難な状況にあった (福島,1992)。 この点

においては,今後の社会的 。時代的状況の変化
に伴い,女性に期待される役割も変化し,女性

の自立獲得の困難さも改善されるのではないか

と考えられる。すでに福島(1992)や渡邊 (1992)

が研究に取り組み始めてから17年経過した現在

は,女性の心理的自立は,以前より獲得されや

すい状況になっていると考えられる。

2.文化的背景との関連
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心理的自立に関する最近の研究において注目

されているのが,文化的背景の影響についてで

ある。

近年,心理的自立にとって,それが獲得され

やすい文化と獲得されにくい文化があることが

明らかにされつつある。山田 (2006)は ,ア メ

リカと日本を比較した結果,個人主義文化であ

るアメリカの方が早期に自立に対する欲求や実

際の行動が起こっていることを明らかにした。

その理由として文化の違いを取 りあげている。

山田 (2006)は ,「個人主義文化は,他者から

独立し, 自分自身のユニークな個性を見出して

いくことが大人になるための目標であるのに対

して,集団主義文化の日本では,個人の欲求や

主張を抑えて,所属している集団において和を

保てるようになることが一人前の大人になるた

めの重要な条件と見なされる」と述べている。

また,国外の研究の中でも,ある人の主要な文

化的背景が個人主義文化か集団主義文化かとい

うことが,その人の自立に対する年齢的な期待

を大きく左右することや,個人よりも集団を重

んじるアジアの青年とその親は,個人の自立を

奨励する欧米文化の人々に比べて, より遅い年

齢から自立的な行動を取り始めることを明らか

にしている。

以上のことから,心理的自立を検討する際に

は,その国や社会,地域の中で大人として何が

求められているのかなど,文化的背景を考慮す

ることが重要であると考えられる。

3.性差との関連
心理的自立に関する性差は,心理的自立獲得

の困難さ,獲得過程,獲得時期に見られた。

心理的自立獲得の困難さについては,社会・

時代的背景との関連でも述べたように,性役割

期待に伴うもので,女性の方が′ふ理的自立の獲

得が難しいと考えられた。また, 自立獲得の時

期についても,性役割期待が関係していると考

えられる。男性は自立意識が高く,実際の自立

獲得時期も早いことが明らかになっている。

心理的自立の獲得過程の性差については,男

性は,親への情緒的な依存を断ち切って自立し

ていくが,女性は親への情緒的結びつきを保ち

ながら自立をしていくという特徴が明らかに

なっている。特に女性は,母親との絆・依存の

関係を保ちつつ自立を確立していく点が特徴的

である。

4.居住環境との関連
城谷 (2001)は ,「一人暮らしの希望を持つ

ことが,い理的自立を高めるのか,心理的自立の

高まりが一人暮らしの希望を産むのか,その因

果関係は明らかに出来なかった, しかし,心理

的自立の高まりが一人暮らしの希望を産むと考

えた方が説得力はあるように考えられた」と述

べている。この考えは,パ ラサイト・シングル

論から検討しても妥当であると考えられる。心

理的自立の高まりが一人暮らしの希望を産み ,

実際に一人暮らしをすることによって,親への

感謝が産まれ,心理的自立が促される。また,

親も子離する機会となり,親 自身が,い理的に自

立することにより,良好な親子関係が築かれ ,

ますます子どもの心理的自立を促すと考えられ

る。子どもが一人暮らしをすることは,親子の

間に空間的にも精神的にも適度な距離が出来 ,

そのことがお互いの自立に役立つと考えられ

る。

しかし, ここで気をつけたいのが,心理的自

立を促すために,すべての青年に一人暮らしを

勧奨すべきではないということである。このこ

とは,城谷 (2001)の研究により,一人暮らし

の希望がないのに一人暮 らしをしている学生

は,独立性得点が逆に低くなっていたという結

果から明らかに言えることである。この点から

考えると,心理的自立をスムースに獲得するた

めには,一人暮らしの機会が増える大学生まで

にいかに心理的自立を高めることができるかが

重要と考えられる。大学生までに心理的自立を

高める上で重要なのは親子関係である。次に親

子関係について考察する。

5.親子関係について
青年の心理的自立を促す良好な親子関係を築

くために必要な条件の一つは,親自身の心理的

自立であると考えられる。長崎 (2000)1ま ,母

親自身の親または妻としての自己評価が親子関

係に影響し,子 どもの自立に関連することを明

らかにしている。また,榎本 (2005)は,ひ き

こもりの青年がツ心理的自立をし始めたきっかけ

が,母親自身の仕事を持つことによって生じた

心理的・社会的自立が影響し,母子密着の関係

小田美紀子
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から両者に適度な距離感が生じたことであると

いう事例を紹介している。以上のことから,青

年の心理的自立には,母親自身の心理的自立や

自己肯定感が重要であるといえる。長崎 (2000)

も「母親には,子 どもを自立させるために,良
い意味での自分中心の人生を楽しむ姿勢が重要

ではないだろうか。自分の良い面も積極的に評

価でき,幸せを感じ取る前向きな生き方が女性

にも求められると言えるだろう」と述べている。

長崎 (2000),榎本 (2005)は,いずれも子ど

もにとって影響力の強い母親の心理的自立の必

要性を明らかにしているが,心理的自立は,父

親にも必要であると考えられる。

心理的自立と親子関係・家族機能との関連に

ついては,赤津 (2004),高坂・戸田 (2005)
の研究により明らかになってきている。しか

し,家族関係の基盤を成す夫婦関係に焦点をし

ぼり,それが青年期の子どもの心理的自立に及

ぼす影響についての研究は見当たらなかった。

夫婦関係と子どもの発達との関連をみた研究は

いくつかある。例えば,菅原ら (2002)の「夫

婦関係と児童期の子どもの抑うつ傾向との関

連」,宇都宮 (2004)の「両親の夫婦関係に関

する認知が子どもの自己肯定に及ぼす影響」な

どの研究である。

菅原ら (2002)は,夫婦関係と児童期の子ど

もの抑うつ傾向との関連について,夫婦間の情

緒的な絆のあり方が子どもの精神的健康に影響

していることを明らかにしている。また,宇都

宮 (2004)1ま ,子 どもの充実感, 自尊心と密接

に関連していたのは,父親のコミットメントよ

りも母親のコミットメントに関する認知であ

り,女子青年の自己肯定においても同性である

母親のコミットメントの影響が大きいことを明

らかにしている。いずれの研究も,夫婦関係が

子どもの抑うつ傾向や自己肯定に影響を与える

ことを明らかにしている。今後,心理的自立と

家庭環境との関連を検討する際には,家族関係
の基盤を成す夫婦関係に焦点をあてた研究が必

要であると考えられる。

V.今 後の研究の可能性 と意義,課題

本論で明らかになった今後の研究の可能性と

青年期の心理的自立に関する国内文献レビュー

意義,課題は下記のとおりである。
1,心理的自立は,文化や社会・時代に応じて

求められる大人像に強く影響を受けると考え

られた。よって,心理的自立の概念の明確化

や尺度の開発は,時代にあわせて,今後も検

討され続けることが必要である。

2.青年期における新たな社会問題が生じた際
には,心理的自立をキーワードにして冴究に

取 り組むことにより,解決の糸口が見出せる

可能性は大きい。

3,心理的自立を研究する際には,その背景に
ある文化,社会・時代的な状況,性差,居住

環境を充分に考慮することが求められる。

4.心理的自立に関連する要因は,充分に解明
されていないと考えられる。心理的自立に影

響を及ぼすと考えられる要因を取り上げ,心

理的自立との関連について一つ一つ解明され

ることが今後の研究に期待される。

5.心理的自立に関連する要因として,最 も重

要と考えられる家庭環境については,家族関

係や親子関係の基盤である夫婦関係に焦点を

あてた研究が必要である。
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